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今 日の 日本のデザイナーと経済機構

、 樋 口 治

日本の デザ イナ ー にと って、今 日程大 きい曲 り角 に来 て いる時機 は ない。

見渡 したところ、我が国 に於 けるデザ イ ンの世 界は一応安泰 の よ うで あ る。

'グ ラフ ィ
ック、建 築 、1.D、 イ ンテ リア…… あ らゆ る部 門の デザ イ ンは、

それ ぞれ社会 か ら受 け入 れ られ、 その成果 とデザ イナー は敬 意 を表 され 、 そ

の度合は ます ます向上 してゆ くかにみ える。

優 れたデザ イ ンの中 には国際的 にも顕彰 され、一流 デザ イナー は、 その 国

の実情 の中で は、 まず満 ち足 りた生活 をか ちと り、 そこ迄達 しない レベ ルの

デザ イナーで も職 業 と してのエ リー ト意識 を満足 せ しめ るにやぶ さか ではな

いo

企 業が優 れ たデザ イ ンを求 あ る傾 向 はます ます強 く、国家 や地方 自治体 の

デザ イン普 及 に努 め る姿 はい よいよ明 らかであ る。

巷 にデザ イ ンとい う言葉 が行 き渡 り、 オ リンピックや万 国博 等 の国家的 大

事 業 には、先ず デザ イナー の動 きが膾灸 にのぼ る。

ち ょっと絵心 の ある子供 は、将来 デザ イナニ を憧 れ、デザ イ ン教 育課程 の

あ る学 校の窓 口は、おす なおす な、小説 で ちょっとあかぬけた人物 が登場 す

れば それ はデザ イナーで あ る。

こ うい う表面の み観察 すれ ば、 まことに現下の デザ イ ン界は安泰 で喜ぶ べ

きもの であ るが 、一皮脱 いだ内情 を分析 すれ ば、 手離 しで喜 んで ばか りい ら

一2一



れないまことに憂慮すべ き兆候が起 りは じめているごとを指摘 したい。

その第一は、今日のデザ イナーが本当に社会か ら信頼 されているかどうか

という事である。社会と云 うと舞台が大 き過 ぎる様であれば、デザイナーが

最 も深い関係にある経済界あるいは企業家 から信頼 されているかと言い直 し

てもよい。 どうも最近の日本のデザイナーは日本の経営者から全幅の信頼を

得ていない様である。

これは逆 な面からも言い得 る。即 ちデザイナーも心から企業家を信用 して

いないのである。内容は少 し異 るが、例の万国博のマーク問題 もそうした例

の一つとして挙げられるだろう。 この場合その言い分の適否は別 として、後

に残 るのはどうも両者の間に信頼感が無いという事である。

この不幸な相互不信感は何時頃から醸成 されは じめたのか。

戦後デザインの復活期

少 くとも戦後、再びデザイ・活動の豸錨 を挙げた頃のデザイナ_は ひ酵

らに純情であった。

デザインの可能性 を荒癡 した祖国復興 にかけることに於て世に問いたい情

熱、デザインが立直 りつ ・ある経済界に如何 に偉大 な貢献 をなし得るかとい

う自信、す ぐれたデザインのみが産業革命 に大 きく寄与 し得 るという信念、

これ等は当時のデザイナーがすべて持っていた幼児の様に純粋な理念であった。

当時の社会 もまたデザインに対 して素直であった。イギリスの吾が国繊維デ

ザインに対す る盗作問題などが輪をかけたが、業界のデザインに対する関心は

にわかに深 まり、 貿易 を通 じ産業をとお して破端 に瀕 している吾 が国の経

済界の立 ち直りに、デザインと技術の優秀性が大 きくかかっているという認識

は、業界をしてデザインに一種の畏敬の念す ら与えるようになったのである。

この傾向は年と共に深 まり1950年頃から55年頃にはそのピークに達 した観

があった。
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即 ち、産工 試 を始 め各地 の工業(工 芸)指 導所 は、一時 デザ イン指導所 の

如 き観 を呈 し、各 大学 、工 業高校 にデザ イン専 攻科 の拡 充 と新設 が相次 ぎ、

所謂 グッ ド・デザ イ ン運動 が東京 を中心 と して起 り始 めた。

この時 期 には、 デザ イナー と社会 との相 互不信 感等 は爪 の かけ ら程 も視 ら

れ なかった。

デザ イナー は あ く迄 も己が仕 事 に真摯 で あ り、脇 きめもふ らず にデザ イ ンに

没頭 し、業 界 また その姿 に尊敬の念 を措 しまず、 ひたす らにその成果 に頼 っ

て いった。

私 はこの良循 環の ピー クを1960年 とみて お り、 その一 つの現 われ が、同年

5月 東京 で開催 され た世 界 デザ イ ン会議 で あると考 えてい る。

時 代の流 れの結末 を一個 の会議 に持 って くるの もおか しい し、 この国際会

議 その もの に もいろ いろ問題 をは らんで いたこと も知 って いるが まあ聞 いて

貰 いたい。

勿論 この世 界 デザ イン会議 にはいろ いろ矛盾 もあ り決 して満 点 な もの では

なかった。出席数 か らみれ ば500名 に 達 し(登 録構 成員215名 、 事務 要員164

名 、 オブザ ーバーll5名)う ち、海 外か らは26ケ 国88名 と い う盛況 で あ り、こ

の点 では成功 であ ったが 、 この種 の会議 が、単 に出席者の数 の みを誇 るべ き

性質の もので はな く、現 にJIDAが 組 織 と して、これ に参加 しなか ったこ と

の方 を問題視 したいの であ るが、 とにか くこの会議 が 日本 のデザ イ ン史に大

きい業績 を残 した と価値 づ ける所以は 、デザ イナー と 日本 の経 済 界が文字通

り純粋 に協 力 して、この場 を築 き上 げた とい う一つ の事 実 にあ るので ある。

或 は、デザ イナー が笛 を吹 き、経 済界 が踊 ったの かも知 れ ないが、 とに もか

くに も日本の デザ イ ン振興 の為 に両者 が邪 念 な く動 いた とい うことが貴 重 な

のであ る。 この意 昧 で私 は ピー クを敢 えて1960年 の世 界デザ イ ン会議 に持 っ

てゆ きた いの で ある。
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1960年 以 降の混乱期.

残 念 なが ら、この年以後 、デザ イナー と 日本 の経 済 界 との描 線 は次第 に離 れ

て行 った。

それ も、一方 が従来通 り真直 ぐ進 む も、他 方 が横 へ それ た とい う様 なカー ブ

では なく、期せ ず して両 者が、今迄 の平行線 か ら相反す る方向へ それて行 っ

た と申 して よい。

お互 に力 を合せ て 日本 のデザ イ ンとい う子供 を生 み育 てて きた が、子供 が

或 る程度 成長 した とた んに、各 々好 きな方 向 に離 れ始 めたので はな かろ うか。

そ して、 こ うい う不幸 な現 象が起 り始 めた原因 は、前述 した相 互不信 感が

生 じたた めで あ って、従 って その責任 はデザ イナー と業界双方 が等 しく負 わ

ね ばな らない と考 え られ る。

先 づデザ イナ ー側 の罪 としては、彼 等 が余 りに もお人好 しであっ たこ とを

指摘 しなけれ ば な らない。

即 ち、 ブー ム に乗 った彼 等が、余 りに も単純 にブーム に幻惑 された挙句 、

本質的 な勉強 を行 わ な くなった点 であ る。

デザ イ ン ・ブー ム は彼 等 をエ リー トには したが、本当 に彼等 が選 ばれ た も

の に価す るか如何 を視 る冷 い眼が、別 の所 で爛 々 と光 って いることに気付 い

たデザ イナー はま こ とに寥 々たる もの であ った。

大部分 の デザ イナ ー…… このまた大 多数 が本 当のデザ イナー とい う名 に価

しないので あ るが…… は、デザ イ ンを求 めてい るブー ムを、彼個 人 を求 めて

いるブー ムで あ るかの如 く錯覚 して しまったので ある。

従 って彼 等 は、思 いあがったス タイリス トに な りむ やみにい ば り返 った り、不

必要 な凝態 を と り始 めた。会合 はいたず らに華 々 し く、 けばけば しく騒 ぎ廻

ることが彼 を引 き立 たせ ることと信 じた。仕 事 は い くらで もあ る。弱 き者企

業者は、彼 の足 元 に膝 まついて、彼 の偉大 な る頭脳 よ りほ とば しる発想 のお
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こぼれ を驚喜 して頂戴 す るかの如 き錯 覚 にと らわれた時代 が確 かにあ った。

これ は今 日か らみれ ば、 まこ とに噴飯 もの で あるが、 この時代 の企 業家 の

中 には毒気 を ぬかれて必要以上 に媚詔 う者 も確 かに あった。

病昂 じるにお よび実 に馬鹿 げた風態 に巻 かれ る者 さえ生 じた。即 ち過去 の

芸術家の最 も悪 いス タイル を踏襲 し始 め、奔放不帰 を尊 しと し、奇矯 な行動

を好み、而 も、それ に溺 れ る者 が輩 出 したの は情 ない状 態 であ った。一方科 学

的 な根拠の積 重ね にのみ、デザ イ ンの展 開が あ ると し、理 論 とデー ターの集収

の みに憂身 をやつ した結 果、未婚後家 の如 きか さか さの仕 事 を以 て瞑 す る者…

今 日で もデザ イ ンは コ ンピュー ターのみ にて可能 などの迷論 を吐 く者 らは、こ

の種の輩 であ るが…等 が現 われ、この よ うな極 端 な理 論や行動 は、一時 は周囲

を幻惑 出来 るが、た ちまち脚 下 を視 す かされ てデザ イナー全体像 を著 しく傷

つ けたの であ る。

こ うい う事 は実 に些細 で馬鹿 げた ことであ るが、こ ういう馬鹿 げた事 が、意

外 に全体 にお よぼすの は何所 の世 界で もみ られ る現 象 であ るだけに無視 出来

ない。

とにか く1960年 頃 の経済 界の好況 は、 こ うい う味噌糞 を一 呑 して前進 す る

にみ えたが、世 の中 はそ ううま くゆ かない。 その後 の不況 で デザ イナー はた

ちまち頭 を打 って しま うことに なる。

一度 、行 き当 ると、基礎 の ない者 は挽 回出来 るだけの力 と度量 が無 い。 こ

れが今 日のデザ イナー の一 面で ある。他 の社 会 か ら信頼 され な くなるの も自

業 自得 とも云 え る。

然 らば産 業 界の方 は如何 か とい うと、 これ もデザ イナ ー に劣 らぬ程 の罪 が

あ る。

殊 にそれ は経済 界 が不況 に偏 して か ら、 あか らさま に現 われて きた。

当初 、彼 等 がデザ イ ンとは如何 なる ものか知 らぬ時 、或 はデザ イ ンを如何

に扱 って よいか わか らぬ頃 は、まこ とに謙 虚 であ った。
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わからぬもの、正 体不 明の もの は恐 ろ しい。初期 の企業家 の多数 の者の デザ イ

ンに対す る態度 は、明 らかに恐 い もの に触 れ るおずおず と した姿 勢 で あった。

その結 果 と して、逆 にデザイナー をあま りにも万能者 にみ たてて しまった。

これはデザ イナー に とって迷惑至極 なことであったが、前述 した通 り、当

時の デザ イナー に思 いあが った虚 態 が あった か らデザ イナー側 で も万能 者 と

して受 け止 めたので あ る。

企 業家 が デザ イナーとおずおず と、或 は いや いや なが ら取 組 んで いる うちに

次第 にデザ イ ンなる ものの輪郭 がわか り出 した。これ にはデザインに関す る皮

相的 な書 籍 がや た らに出版 され た事 も効が あったが…… とにか くデザ イ ンに

関す る基 本的 な、 しかも皮相的 な事が彼 等 に理解 出来 るよ うに なった。

企 業家 が この程 度 の理 解で もって、デザ イ ンの大 半が理解 出来 たと錯 覚 を起

した所 に、今度 は デザ イナー に嫌 われ、不信の念 を持 たれ るに至 る原 因が起

るのであ るが… …。

とにか く、次 第 にデザ インというものが わかって くるに従 って、デザ イナーは

全智 全能 の神 で も何 で もないことが、彼 等 に明 らかに なって きた。 む しろ擬

態 を以 て 自分 をまどわせ て居 たデザ イナー な るものが実 に嫌 な信 用 出来 ない

者 に感 じられ て きたの で ある。

不幸 は ここに始 まって くる。

経営者 は次第 にデザ イナーの上 に立 ちはだか り始 め るの で ある。

こ うな ると資 本主義社 会で は経営 者は強 い。

デザ イ ンに嘴 を入 れ始 める。 自分 の嗜好 に合 わ ない もの は捨 て去 る。 自分

の方 が視 野が広 く、経験 が深 く、社会 をよ く知 って居 ると考 えて しま う。 自

分の企 業は 自分 の物 であ る。 デザ イナー は自己薬籠 中の もので あって、 自分

が指示 しなけれ ば良 い ものが出来 ない と思 うように なる。自分 は デザ イナーで

自分 が使 っている奴 は、自分の思 う通 り絵 を描 かせ る職 人で あると、考 えるよう

になれ ばお終 いであ る。
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特 にこの傾 向 を推 進 させ たのが、その後の経済事情 、即 ち不況 であった。

不況 それは まこ とに厳 しい試練 であ った。

経 営 者に とって、文字通 り身 を削 りと られ るような苦 しみで あ るに違 いな い。

っ くった物が売れ ない。経営 が成 り立 た ない。

こ うい う土壇 場 にな るとデザ イ ンの好悪 など問題 で な くな る。

経営 者の苦 しい心境 が わか るだ けに、 伝 家の宝 刀 『この デザ イ ンは 売 れ

ない/』 をつ きつ け られ る と千 軍万馬 のデザ イナー と雖 もた ちまち、た じた じ

と なる。

か くして最近 のデザ イ ンの粗悪 化、 デザ イナーの質 の低 下 が生 じた。

目を市場 に送 ろ う。そ こにみ られ るものは……

先 づ建 築の類 型化 、 グラフ ィックのマ ンネ リ、 イ ンテ リアの混 迷、 そ し

て イ ンダス トリアルの奇矯 さ… …

これ であ る。

私 は、 こ うした現 象か ら、戦後 の 日本 に於 け るデザ イ ン期 を二つ に分 けて

性 格 づ けた い。

第一期 は、1960年 迄 で、これ を戦後 のデザ イ ン発 生発展期 と し、それ以 降 を

第二期 と して、 日本 の デザ イ ン混迷期 と したいので ある。

その混 迷 が次 第に大 きく感 じられ る今 日・…私 が冒頭 に、吾 々のデザ イン界

が大 きい曲 り角 に達 した。 と記 したの は こうい う意味 か らであ る。

今後 の在 り方

然 らば 、この曲 り角 をど うす れば うま く切 りぬ け られ るか。

先 づ、デザ イナ ーの場 合 は如何す べ きかに焦 点 を合 わ そう。

答 は明 らかで あ る。デザ イナ ーの力 と信用 を と り戻す こと。 これに尽 きる。

現状 の ま ・で推移 すれ ば、デザ イナー は到底 強力 な社 会 清勢 に太 刀打 ちす
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ることはで きない。

た とえ経 済 界の 不況 が立 ち直 って も、 デザ イナーは立 ち直 ることは出 来な

いo

立 ち直 る方法 は幾 っか あるが、先づ 、デザ イナー 自身 を陶汰 す ることであ

るQ

今 日の社 会には余 りに もデザ イナー と称 す る者が 多す ぎる。 デザ イナー と

い う身分 を社 会に価値ず け るには 、数が 多いことは有利 ではあ るが、この よ う

に温 れ ては百害 あ 一,て二 利 な しであ る。

陶汰 す る段 階の最初 は、今後、 あま りにも筒単 に デザ イナー と称 せ させ な

いことであ る。

この問題 では、よ く服飾 デザ イナーが 引 き合い に出 され る。服飾 デザ イナー

には、いろいろ云 い分 があ ろ うが、冷静 に 考えて も批 判 され る根 は あ りそ うで

あ る6勿 論 その中 には創 作力 ・識 兄・経 験等 あ らゆ る点 よ りみて、本 当にデザ

イナー と呼ばれ るべ き人は 当然 い られ る。

しか し云 い難 いこ とであ るが、そういう人達 はほ んの少 ししか居 られ ないこ

とも確 で ある。 一

これは 、たf服 飾 界のみ では ない。吾 々のデザ イ ン分野に も、他の ジャンル

で も当然言 われ な ければ な らな い。 とす れば区分 す る何 らかの方策 を 考,える『

べ きでは なかろ うか。

既 存の範疇 を、規制 陶汰 する ことの困難 さは明 らかであ る し、人為 的に区分

せ ず とも、実 力の差 によ って 自然 に陶汰 され るで はない か。 とい う意 見 もよ

'
くわか るが 、今 日の段 階 でrを 打 たね ば、その悪弊 は恐 るべ きものにな ると思

われ る。

デザ イナ ー としての評価 は、若 い人に対 してと同様、老 化 した層 に対 して

も厳 しくなければ ならな い。

過去 に於 て如何 に デザ イ ンカが あ り、如何 にデザ イン界の発展 に貢献 が あ
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って も、現 在既 に第一線 の活動 を行 って居 ない人 には、冷 い よ うであ るが、デ

ザ イナー とい う称 号 は止 めて貰 わね ばな らな い。

過去 の功 績 をた ・えるには然 るべ き別途 の方法 があ る筈 であ り、そ うす るこ

とによ って デザ イナーの 名称 が剥 奪 されて も、 その人 の名誉 が何 らそこな わ

れ ない とこ ろ迄行 くべ きであ る。

デザ イ ン教 育 につ いて も改 め て欲 しい点 が 多々あ る。

余 りにも今 日の デザ イ ン教育 がマ ンネ リズムに陥 って いないだろ うか。 テ

クニ ックを教 え るの も結構 ㍉理論 をた ・きこむの もよいが、その前 に教師 た

る者 は、 デザ イ ンに対す る体験 を通 じて確 固た る信念 と、 それ か らほ とば し

る人格 で教化 して欲 しい。
丶
+、

その時期時 期 のデザ イ ン風潮 に右顧左偏 す る様 な教師 か らは、 その様 な教

え子 しか生れ ない。 有能 な教 師で あれば、最後 に黙 って 自分 の作 品 を教 え子

の前 に投 げ出せば よい。教 え子が も し有能 な らば、無 言の うちに数 多 くの もの

をそれ か らか ちとる筈で ある。

第一線 に活躍 す る有能 なデザイナーは 、大 同団結 すべ きであ る。 デザ イ ン

団体 の組織 の再編 成 とい う形 をと って もよいが、要は 、デザ イナー と して社

会 に恥 か し くない態勢 と組織 を規制 し直 す ために も う一度真摯 に語 らい合 わ

ねば な らない。

企 業の組織 の中 に居 るデザイナー も、考 え直 さなけれ ばな らない。自分達 は

資本 とい う力の下、企業 とい う温 室の 中に居 る卑弱 いデザ イナ ーではな いと

い う事 に 目覚 め なければ な らない。

これ だけ激 しい企 業競 争の渦 中にあっては、も早や どの企 業 にも温室 など と

い う生や さ しい ものは無 いので ある。しか も、その企 業 を通 じて、デザ イ ンを浸

透 させて行 くとい う重荷 を果た さなけれ ば な らない。あ たか もフ リーの デザ

イナーが ・一般大衆 にデザ イ ン啓発 を行 って居 るの と相 呼応 す るが如 く。

経 営者 に望 み たいこ とは、先 づ皮相 的 なデザ イン知識 を棄てて欲 しい とい
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う事 で あ る。

浅薄なデザイン知識 を以て、デザインのすべてを知 ったと錯覚す ることは、

自分 自身 を陥 れ るだけで な く、企業 自体 を破 滅 させ るこ とで ある。現 在経 営

者が過 当競争 の中 にあ って、如何 に苦 しんでい るか を私 は よ く知 って い る。

しか し消 費者が如何 にす早 い知識マ ンで あ るか を忘れ ては な らない。消 費

者に常 に先手 を打 た なければ、 その企業 が消 費 者に見捨 て られ ることを思 い

起 すべ きであ る。

しかも消費 者 に対す るデザ イン教育 が、一部 のデザ イナ ーだ けに委 され る

べ きで はな く、企 業 のに ない手が それ を行 うべ きで あ るという鉄則 は、曲 げ ら

れ ない。

企 業体 に於 て、最終 の決 定権 が経 営者 に ある ことは申す迄 もない。

吾 国のよ うに高度 の資本化 になれ.ば なる程 、資 本家、そ してそれ を代 行す る

経営 者の力 は強 くなる。 しか も資本主義下 で あ るだ けに、 オネス ト・キ ャピ

タリス ト或は、オネ ス ト・メーカーであ 弓か否 かの答 も迅 速 に、 そ して明確 に

出 るもので あ るこ とを忘 れないで欲 しい。

私 は、今 日の様 な世 界情勢下 では、 デザ イ ンはや は り資本主義 の下 に於 て

育成 され、 それ と共 に伸 びてゆか ざる を得 ない宿 命 を負 ってい るもの と考 え

てい る。

それだ けに今 日の経 営者 に対 す る要望 は切 実 であ る。
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